
　
　

桜
川
市
第
一
次
総
合
計
画
策

　
　

定
事
業
の
日
程
内
容
に
つ
い

て
。

　
　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
指
導
方
の

　
　

規
格
化
さ
れ
た
画
一
的
総
合

計
画
に
な
ら
な
い
様
十
分
配
慮

し
、
職
員
と
住
民
と
の
合
同
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー
ム
等
を
結
成
し
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
参
加

で
き
る
様
、
桜
川
独
自
の
総
合
計

画
の
策
定
を
考
え
て
い
ま
す
。
日

程
に
つ
い
て
は
十
八
年
の
一
月
第

一
回
審
議
会
の
開
催
、
十
八
年
度

中
に
は
議
会
の
方
に
提
出
承
認
を

受
け
る
予
定
で
す
。
事
業
費
は
一

五
五
〇
万
円
の
内
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
委
託
料
は
三
五
〇
万
円
で
す
。

　
　

茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
に

　
　

負
担
し
て
い
る
負
担
額
及
び

実
績
は
。

　
　

徴
収
実
績
平
成
十
六
年
度
四

　
　

〇
六
万
七
六
七
円
、
負
担
金

は
十
八
年
度
三
八
五
万
六
千
円
で

す
。

　
　

自
治
振
興
費
桜
川
地
区
防
犯

　
　

協
会
負
担
金
の
内
容
は
。

桜川市議会だより

答

　
　

真
壁
五
七
万
六
千
円
、
岩
瀬

　
　

六
三
万
六
千
円
、
大
和
二
一

万
五
千
円
で
す
。

　
　

防
犯
協
会
組
織
の
統
一
が
必

　
　

要
で
は
な
い
か
。

　
　

桜
川
警
察
署
・
関
係
部
局
・

　
　

関
係
団
体
と
協
議
を
し
た
中

で
、
進
め
て
い
ま
す
。

　
　

子
供
達
に
か
か
わ
る
犯
罪
事

　
　

件
が
多
発
し
て
お
り
、
社
会

不
安
も
増
大
し
て
い
る
中
で
、
永

続
的
に
子
供
達
を
守
る
対
応
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　
　

安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、
教

　
　

育
委
員
会
を
中
心
に
学
校
、

警
察
、
関
係
者
と
早
急
に
協
議
す

る
様
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

旧
大
和
地
区
に
て
消
防
ポ
ン

　
　

プ
車
二
台
を
入
れ
替
え
す
る

が
廃
車
方
法
は
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
。
ま
た
、
東
南
ア
ジ
ア
等
に

送
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

県
の
生
活
環
境
部
の
消
防
防

　
　

災
課
長
よ
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

等
へ
寄
贈
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
寄
附
し
た
い
と
い
う
こ
と

で
報
告
し
て
あ
り
ま
す
。

　
　

市
税
等
支
援
処
理
業
務
委
託

　
　

料
一
〇
六
〇
万
七
千
円
の
内

容
は
。

　
　

各
種
納
税
通
知
書
、
確
定
申

　
　

告
書
の
作
成
業
務
委
託
料
で

す
。

　
　

農
業
総
務
費
委
託
料
一
五
〇

　
　

万
円
の
弁
護
士
費
用
、
相

談
、
代
理
人
費
用
と
あ
る
が
、
裁

判
事
例
が
発
生
し
て
い
る
の
か
。

　
　

旧
大
和
村
の
土
地
改
良
事
業

　
　

に
関
し
て
訴
訟
が
起
き
た
こ

と
に
対
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
旧

真
壁
町
に
お
い
て
境
界
の
問
題
で

理
解
が
得
ら
れ
ず
長
引
い
て
い
る

案
件
二
件
に
対
す
る
費
用
で
す
。

　
　

大
和
地
区
金
敷
地
内
の
農
地

　
　

に
ト
ラ
ッ
ク
や
バ
ス
等
の
持

ち
込
み
が
あ
り
、
農
地
法
違
反
の

た
め
取
り
締
ま
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
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「こぶしの会」に見守られ帰宅
　する子供たち（大曽根地区）

　
　

所
有
者
も
撤
去
す
る
と
言
う

　
　

こ
と
で
了
解
は
得
て
い
ま

す
。
今
後
、
市
と
農
業
委
員
会
と

連
携
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

　
　

林
業
振
興
費
の
伐
倒
駆
除
委

　
　

託
料
二
六
七
万
円
の
枯
れ
松

処
分
場
所
は
。

　
　

旧
大
和
村
の
分
で
す
。
基
本

　
　

的
に
枯
れ
た
松
は
対
象
外
で

す
。
枯
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
、

ま
だ
虫
が
い
る
状
況
の
も
の
が
対

象
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
県
の
一

〇
〇
％
の
補
助
委
託
で
す
。

　
　

イ
ノ
シ
シ
の
防
除
補
助
金
、

　
　

五
〇
万
円
し
か
計
上
さ
れ
て

い
な
い
が
対
応
で
き
る
の
か
。

　
　

一
七
年
度
の
実
績
と
し
て
真

　
　

壁
三
二
件
、
岩
瀬
四
六
件
は

対
応
し
て
お
り
、
そ
の
他
五
〇
万

円
で
す
。

　
　

一
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事

　
　

業
に
つ
い
て
、
岩
瀬
駅
前
用

地
の
最
高
補
償
額
は
ど
の
く
ら
い

か
。

二
、
全
体
で
何
件
の
補
償
対
象
に

な
る
の
か
。

三
、
最
低
基
準
の
積
算
内
容
は
。

四
、
営
業
休
止
等
の
補
償
金
は
。

　
　

一
、
一
件
あ
た
り
最
低
で
二

　
　

三
万
九
四
二
〇
円
、
最
高
で

問問

答問問答答 問問

八
六
一
四
万
七
千
円
で
す
。

二
、
土
地
の
件
数
・
所
有
者
は
三

〇
名
・
契
約
率
は
二
〇
％
、
該
当

物
件
は
六
六
件
・
契
約
率
四
〇
・

九
％
で
す
。

三
、
県
の
施
行
の
公
共
事
業
に
伴

う
損
失
補
償
基
準
で
算
定
し
た
額

に
な
り
ま
す
。

四
、
所
得
税
ま
た
は
市
民
税
の
申

告
の
過
去
三
年
間
の
平
均
を
三
六

五
日
で
割
り
、
休
業
期
間
一
日
掛

け
る
三
六
五
で
割
っ
た
金
額
を
補

償
す
る
も
の
で
す
。

　
　

　
　

国
庫
支
出
金
の
中
の
ま
ち
づ

　
　

く
り
交
付
金
に
つ
い
て
。

　
　

都
市
計
画
補
助
金
に
つ
い
て

　
　

は
、
旧
岩
瀬
町
会
計
で
歳
入

処
理
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
分
を
差

し
引
い
た
六
八
二
三
万
円
の
増
額

補
正
で
す
。

答 問問

問問答

議　

案　

審　

議

議　

案　

審　

議

ＪＲ岩瀬駅前




